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1. はじめに

令和 5年度の北陸信越⼯学教育協会年次シンポジウム
を令和 5年 11月 30日（木）に対面とオンラインのハイ
ブリッド形式で開催した．テーマを「カーボンニュート
ラル時代の⼯学教育」とし，各県の大学における取り組
みについて，新潟大学，金沢大学，福井大学，信州大学，
富山大学，金沢⼯業大学から計 6件のご講演をいただい
た．図 1に本シンポジウムのポスターを示す．冒頭の開
会挨拶が，北陸信越⼯学教育協会会長・新潟大学⼯学部
長の鈴木孝昌氏からあり，新潟大学においても SDGs推
進室が開設され，独自の取り組みを進めている過程の話
があった．その後，各講演が行われた．各大学で多様な
地域と連携した様々な研究開発の実例が示され，カーボ
ンニュートラルに関する学生教育についても紹介があっ
た．最後に新潟大学副学長（社会連携担当）阿部和久氏
から，ご講演者に対する謝辞があり，各大学で独自性に
富んだ研究が展開されていること，カーボンニュートラ
ルはこれからの⼯学教育でも重要な内容であり，学部・
大学院はもちろんのこと，リスキリングや生涯教育とし
ても展開していく必要のあるテーマである旨の説明があ
り，その後に閉会した．

2. 講演内容の紹介

講演① 新潟大学におけるカーボンニュートラル融合
技術研究センターと太陽エネルギー・水素に関する人材
育成プログラム

新潟大学カーボンニュートラル融合技術研究センター
児玉竜也氏

概要
新潟大学では，世界最高水準の太陽集熱利用・太陽電
池・水電解の技術開発に基づき，カーボンニュートラル
融合技術研究センターを発足し，それぞれの技術開発の
促進と，さらにそれらの融合技術の開発を目指してい
る．また，大学院前期課程において機械・化学・材料の
3分野を融合した特色ある「次世代ソーラー水素エネル
ギーシステム人材育成プログラム」を実施している．講
演ではこれらの活動が紹介された（図 2）．

図 1 年次シンポジウムのポスター
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講演② 福井大学におけるカーボンニュートラルの取
り組み

福井大学学術研究院基盤部門
カーボンニュートラル推進本部

ドラマチック・ウェザーサイエンス研究センター
廣垣和正氏

概要
福井大学では，脱炭素社会の実現に寄与するため，

「カーボンニュートラル推進本部」を令和 5年 4月 1日
に設置している．推進本部は「研究推進・社会実装部」，
「人材育成部」と「附属ドラマチック・ウェザーサイエ
ンス研究センター」からなっている．研究センターでは
福井の風土を生かしたエネルギーや地球環境に貢献す
る技術開発を推進している．発表では推進本部の活動に
加え，染色整理産業の環境負荷低減を目指し，研究セン
ターで推進する無水染色技術「超臨界流体染色」の社会
実装に向けた取り組みが紹介された（図 3）．
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講演③金沢大学における環境・再生可能エネルギー教
育と風力エネルギー研究

金沢大学理⼯研究域機械⼯学系
河野孝昭氏

概要
再生可能エネルギーや環境問題対策に係る要素技術を
各国の地域特性や文化を考慮しつつ，その国の実情に見
合った技術へと進化させ，国際的に展開できる人材の育
成を目的とした金沢大学大学院自然科学研究科の環境・
エネルギー技術国際コース（ETIC）が紹介された．さら
に，再生可能エネルギーの一つである風力エネルギーに
ついて，浮体式洋上風力発電に適した垂直軸風車の開発
等，流体⼯学研究室で取り組んでいる研究の紹介があっ

た（図 4）．

図 4 講演③資料

講演④ テクノロジードリブンのカーボンニュートラ
ル分野の人材育成

富山大学学術研究部⼯学系
會澤宣一氏

概要
富山大学⼯学部では，2021年度，⼯学部附属カーボン

ニュートラル物質変換研究センターを設立し，2022 年
度から，富山大学の第 4期ミッションの実現戦略の 1つ
にカーボンニュートラル研究を掲げた．さらに今年度，
文理融合を目指した全学的組織としてのセンター化を予
定している．今回は本プロジェクトの核となる⼯学研究
の一部を紹介し，技術革新と人材育成が表裏一体となり
得る，カーボンニュートラル分野の人材育成の一つのモ
デルについて，⼯学教育の観点から紹介された（図 5）．
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講演⑤ 地域の連携と循環による小規模水力発電の開
発と普及

信州大学⼯学部機械システム⼯学科
飯尾昭一郎氏

概要
水は地域で守り育てられている公共財であり，その水
を地域の産学官連携により地域のための電力として利用
する取組みを進めている．温泉が多い長野では酸性水の
河川も少なくなく，農業や漁業，飲用に利用できなかっ
た河川水を発電に利用することで電力という価値を産み
出す．
売電益の地域配分，非常用電源の確保，オフグリッド
利用では獣害防止電撃柵，開発制限が厳しい国立公園内
での湧水による電力確保などの開発事例等が紹介された
（図 6）．
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講演⑥ 金沢工業大学におけるカーボンニュートラル
の取組み

金沢⼯業大学⼯学部電気電子⼯学科
KIT × NTT-AEスマートエネルギーラボ

泉井良夫氏

概要
金沢⼯業大学では，再エネ，地産地消，エネルギーレ
ジリエンスをキーワードに，社会実装をベースにカーボ
ンニュートラルを目指した取組みを進めている．白山麓
キャンパスでは，再エネの電気，熱，水素を活用したエ
ネルギーマネージメントを構築している．これらを発展
させ，扇が丘キャンパスでは，大規模な実事業システム
を構築し，再エネ電力を直流でキャンパス内に供給中で
ある．これらの概要と人材育成の効果について紹介され
た（図 7）．
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3. おわりに

ご多用の中，貴重なご講演をいただき感謝申し上げ
る．今回の年次シンポジウムには，80名ほどの方にご参
加いただいた．今回のテーマのカーボンニュートラルに
ついては，グローバルな視点での課題であるとともに，
大学の地域連携の活性化というローカルな視点でも重要
なテーマである．本講演会では，それぞれの大学が独自
性豊かな課題解決法を提案されており，バラエティ豊か
な内容のお話を伺うことができた．来年度以降のテーマ
としては，令和 6 年度は自然災害関連テーマを予定し
ている．今後も活発な意見交換や情報交換ができる場を
設けていくため，ぜひ今後もご参加いただければ幸いで
ある．
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